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中間赤外線で大きな増光を示した天体

小野里 宏樹 (東北大学大学院 理学研究科)

Abstract

IRAS、AKARI、WISEの point source catalogue (PSC)を比較し、これらの衛星の観測時期の差である
20-30年間に中間赤外線で大きく増光した天体を 5天体発見した。これらの天体は、1天体を除き先行研究
がほとんどなされておらず、正体が不明である。ただ、これらの天体は中間赤外線で明るいため、ダストを
豊富に持つ young stellar object (YSO)、または漸近巨星分枝 (AGB)星であると考えられる。また、特に
正体が AGB星である場合、星の光度変化では説明できない大きな増光が見られた興味深い天体も発見した。
現在のところこれらの天体の正体を議論するにはデータが不足しているので、正体を突き止めるためには今
後観測データを増やしていかなければならない。

1 Introduction

IRAS、AKARI、WISEはそれぞれ 1983年、2006

年、2009年に打ち上げられた赤外線天文衛星であり、
IRASは 12、25、60、100µm、AKARIは 9、18µm、
WISE は 3.4、4.6、12、22µm でそれぞれ全天を観
測した。この内、IRASの 12µm、AKARIの 9µm、
WISEの 12µm、および IRASの 25µm、AKARIの
18µm、WISEの 22µmはほぼ同じ波長帯の観測であ
る (図 1、図 2参照)。したがって、これらの PSCを
比較し、中間赤外線で IRASとAKARI、WISEが観
測した時間の差 20-30年間に大きく増光した天体が
存在しないか調べた。
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図 1: IRAS 12µm、AKARI 9µm、WISE 12µmの
filterの透過率

2 ターゲット天体の選出
以下の二つの条件のどちらかを満たし、なおかつ

IRASの 12µmと 25µmの Flux quality1が 3であり、
IRASのデータの信頼性が高く、増光が現実のもので
あると考えられる天体を今回取り扱う天体として選
出した。

• 条件 1

Flux(AKARI 9µm)

Flux(IRAS 12µm)
> 10

Flux(WISE 12µm)

Flux(IRAS 12µm)
> 10
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図 2: IRAS 25µm、AKARI 18µm、WISE 22µmの
filterの透過率

1IRAS の Flux quality は 1-3 まであり、3 は high quality
のデータ、2は moderate qualityのデータ、1はデータが上限値
であることを表す。
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上の二つのどちらかを満たすもの

• 条件 2

Flux(AKARI 18µm)

Flux(IRAS 25µm)
>

√
10

Flux(WISE 22µm)

Flux(IRAS 25µm)
>

√
10

上の二つの両方を満たすもの

図 3、図 4に、横軸が AKARIと IRASのそれぞれ
の波長におけるフラックス比、縦軸が天体数のヒス
トグラム、図 5、図 6に、横軸がWISEと IRASの
それぞれの波長におけるフラックス比、縦軸が天体
数のヒストグラムをを示した。今回の選出条件を満
たすものは、赤く塗りつぶした。
今回は増光した天体のみを扱い、減光した天体に
ついては扱わない。なぜなら、IRASは AKARIや
WISEに比べて空間分解能が非常に悪く (表 1参照)、
AKARIやWISEでは独立して検出できた天体を一
つの天体だと見なし、天体を明るく見積もってしまっ
たために減光が見られるという非物理的な減光が考
えられるからである。
以上のように条件を設定し、IRAS の PSC の

245,889天体、AKARI-WISEの PSCの 864,306天
体の中から 5天体を選出した (表 2)。図 7-11には、
選出した 5天体の spectral energy distribution(SED)

を載せた。SEDにエラーバーは描かれているが、ほ
とんどのものはマークより小さく、今回見られた増
光が有意なものであることがわかる。
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図 3: AKARI 9µmと IRAS 12µmの flux比
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図 4: AKARI 18µmと IRAS 25µmの flux比
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図 5: WISE 12µmと IRAS 12µmの flux比
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図 6: WISE 22µmと IRAS 25µmの flux比

IRAS AKARI WISE

空間分解能 4.5’ × 0.7’(12µm) 5.5”(9µm) 7.36” × 6.08”(12µm)

表 1: IRAS、AKARI、WISEの空間分解能

3 議論
中間赤外線で大きな増光が見られたのは今回が

初めてである。今回選出した 5 天体の内、IRAS

20568+5217はよく研究されていて、FUorという種
類の変光星であることが知られているが、その他の
天体は論文がほとんど、あるいは全く出ておらず、現
在のところ、増光の原因はわかっていない。ただ、こ
れらの天体は中間赤外線で明るいので、ダストを豊
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IRAS 16241-4720 IRAS 19574+4941 IRAS 20568+5217 IRAS 22343+7501 IRAS 23289+6115
Flux(AKARI 9µm)
Flux(IRAS 12µm) 4.4 2.4 25.4 3.3 5.2
Flux(WISE 12µm)
Flux(IRAS 12µm) 10.4 2.4 54.5 12.1 4.0

Flux(AKARI 18µm)
Flux(IRAS 25µm) 3.9 3.2 7.9 1.3 5.1
Flux(WISE 22µm)
Flux(IRAS 25µm) 5.2 3.3 11.3 3.1 3.9

表 2: 選出した天体のそれぞれの波長における flux比

富に持つ天体であると考えられ、正体は、YSO、ま
たはAGB星が考えられる。また、中間赤外線で増光
しているので、星ではなく、その周りのダストに関
する変化が起こったと考えられる。AGB星の場合、
全放射等級での変光は 1等程度である (Ita et al. (in

prep.))。そのため、星の光度の変化は最大でも 2.5倍
程度までであるが、今回発見した天体の中には赤外
線での fluxが 4-10倍になっているものもあり、それ
らの天体の正体が AGB星である場合、星の光度変
化で説明できず、非常に興味深い。以下で、個々の
天体について述べる。

3.1 IRAS 16241-4720

中間赤外全体で大きな増光が見られ、特にWISE

の 12µmで 10倍以上の大きな増光が見られた。この
天体は既知の星形成領域に属していないので、その
正体が AGB星は AGB星であると考えられる。
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図 7: IRAS 16241-4720の SED

3.2 IRAS 19574+4941

今回選出した天体の中では比較的小さいが、全体
で 2-3倍の増光が見られた。この天体も既知の星形
成領域に属していないので、正体は AGB星である
と考えられる。
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図 8: IRAS 19574+4941の SED

3.3 IRAS 20568+5217

中間赤外線で全天の中で最も大きな増光が見られ
た天体である。先行研究から、この天体はオリオン
座 FU型星2(FUor)という種類の変光星であること
が知られている。可視光線での増光は既に知られて
いたが、中間赤外線や遠赤外線での増光は、今回初
めて発見されたことである。また、SED(図 9)を見
ると、中間赤外線だけでなく、遠赤外線でも大きく
増光していることがわかる。遠赤外線では光学的に
厚くなることは考えにくく、星の周りのダストの増
加では増光を説明できないので、この天体は非常に
興味深い天体である。
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図 9: IRAS 20568+5217の SED

2突然に強い増光 (最大 6 等) が見られる前主系列星。突然の
増光は、降着円盤からの大量の質量降着 (≈ 10−4M⊙yr−1) が
原因であると考えられている。(Beltran et al. (2001))
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3.4 IRAS 22343+7501

主にWISEの 12µmで大きな増光 (12.1倍)が見ら
れた。Cepheus flare regionという星形成領域に属し
ていること、また星の周りに明るい星雲が見られる
ことから、その正体は YSOであると考えられる。
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図 10: IRAS 22343+7501の SED

3.5 IRAS 23289+6115

中間赤外全体で 4-5倍という大きな増光が見られ
た。Kholopov et al. (1978)で既に変光星であるこ
とが知られていたが、それ以降に詳細な研究はなさ
れていないため、正体は不明である。この天体も既
知の星形成領域に属していないので、正体はAGB星
であると考えられる。
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図 11: IRAS 23289+6115の SED

4 今後の研究
南天の天体 IRAS 16241-4720については、南アフ
リカ共和国サザランド天文台の IRSF/SIRIUSを用
いて近赤外のモニター観測を開始し、近赤外線でも

変光していることが確認された。また、東京大学ア
タカマ天文台 (TAO)1m望遠鏡で中間赤外線の撮像
観測も行う予定である。
北天の天体については、岡山天体物理観測所の柳

澤氏との共同研究の下、近赤外モニター観測を実施
する予定である。また、すばる望遠鏡のCOMICSの
プロポーザルや岡山天体物理観測所の ISLEのプロ
ポーザルも提出済みである。
これらの一連の観測によって、中心星及び星周ダ

ストの性質を明らかにし、中間赤外域での大幅な増
光の物理的原因を探っていきたい。

5 Conclusions

中間赤外線で増光した天体がないか調べた結果、5

天体を見つけた。これらの天体について 1天体を除
き先行研究がほとんどなされていないため、増光の
原因を議論するにはデータが不足している。中間赤
外線で増光が見られたため、星の周りのダストに何
か変化が起こったものであると思われるが、その詳
細を知るためには、これらの天体について観測デー
タを増やさなければならない。
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